
№ 質　　問 回　　答

1

仕様書 ４基礎資料作成にあたり実施する調査
前回実施した際の（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び
（２）在宅介護実態調査における、それぞれの調査票と報告書を
開示していただくことは可能でしょうか。

調査票、調査報告書いずれも受注後に開示可能です。

2

仕様書 ４基礎資料作成にあたり実施する調査
（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び（２）在宅介護実態
調査における、前回実施した際の回収率、調査票のページ数を
お教えください。

（１）回収率
・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査：７１．９％
・在宅介護実態調査：１００％
（２）調査票ページ数
介護予防・日常生活圏域ニーズ調査：１６ページ
在宅介護実態調査：５ページ

3

仕様書 ５委託業務の内容
（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の中で、会議運営支援
の項目がありますが、会議は年間で何回開催されますでしょう
か。
また、開催時期が決まっていましたらお教えください。

年３回です。令和７年度の開催日程は次の予定です。

第１回目：令和７年８月７日（木）
第２回目：令和７年１１月２０日（木）
第３回目：令和８年２月５日（木）

4

仕様書 ５委託業務の内容
日常生活圏域ニーズ調査も、在宅介護実態調査も、被保険者番
号と介護情報を紐づけることで、分析が進みます。紐づけられる
データ（要支援・事業対象者かどうかのフラグ、地域、認知症障
害程度区分）を提供いただけますでしょうか。

提供可能です。

5

仕様書 ５委託業務の内容
見える化システム、ＫＤＢシステム等のデータベースの活用とあ
ります。見える化システムは業者用のアカウントをご提供いただ
ければデータを取得できると思いますが、ＫＤＢシステムもアクセ
スできるアカウントをいただけるのでしょうか。ＫＤＢシステムから
出力した結果票を解釈するということでしょうか。

KDBシステムについては、こちらが出力した帳票に基づく、現状
課題分析を想定しています。具体的な分析例としては健康診査
の結果や生活習慣病の患者数などの医療情報の地域分析を想
定していますが、その他にも施策反映に有用な分析例があれば
ご提案ください。

6

仕様書 ６成果品
調査結果報告書は（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及
び（２）在宅介護実態調査それぞれ作成する認識でよろしいで
しょうか。
また、報告書及び概要版は何ページ程度を想定されていますで
しょうか。

それぞれの調査について作成していただきます。
ページ数の想定は次のとおりです。
（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
報告書：８０ページ程度
報告書（概要版）：４０ページ程度
（２）在宅介護実態調査
報告書：３０ページ程度

7

仕様書(R8)  ４委託内容
「現状課題の分析」の中で、「在宅生活改善調査」とありますが、
こちらの調査実施～集計は、貴市で行いますでしょうか。もしくは
受託業者で行いますでしょうか。

調査、集計は発注者が行い、集計結果に基づく分析や資料作成
は受注者が行います。

8

仕様書(R8)  ４委託内容
「現状課題の分析」の中に、「その他の関連調査」とありますが、
「居所変更調査」の実施見込みと、実施する場合の貴市と受託
業者の役割分担の想定がありましたらお教えください。

その他関連調査については、現時点では居所変更調査、介護人
材実態調査を見込んでおりますが、今後国が開催する第１０期
介護保険事業計画策定に向けた各種調査等に関する説明会に
より調査の種類は追加・変更する可能性があります。
また、役割分担については、調査、集計は発注者が行い、集計
結果に基づく分析や資料作成は受注者が行います。

9

仕様書(R8)  ４委託内容
策定委員会の会議は年間で何回開催されますでしょうか。また、
開催時期が決まっていましたらお教えください。

年５回です。開催月は未定ですが、第９期計画策定年における
開催日程は次のとおりです。

第１回：令和５年５月１９日
第２回：令和５年８月３日
第３回：令和５年９月２８日
第４回：令和５年１１月３０日
第５回：令和６年２月２２日

第１０期伊勢原市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画基礎資料作成業務委託に係る公募型プロポーザル
質問回答（令和７年５月８日時点）


